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デジタル写真の不適切な補正に関する注意事項 

 

 電子納品を行う場合のデジタル写真について、補正を行う場合は下記に注意してくだ

さい。 

 

１．デジタル写真の補正は原則として禁止されています。 

         （デジタル写真管理情報基準（案）H17.12 p.8） 

 

２．回転、パノラマ、全体の明るさの補正程度は認めますが、この場合、工事監

督員（調査職員）の承諾が必要です。 

       （デジタル写真管理情報基準（案）H17.12 p.8） 

 

  ３．補正を行う場合は、下記に注意してください。 

①補正前（デジタルカメラで記録された状態）の写真データを保存し、工事

監督員（調査職員）が請求した場合は、速やかに提出する必要があります。 

（デジタル写真管理情報基準（案）H17.12 p.8） 

 

     ②補正を行う場合は、電子媒体（CD-R）提出時にデジタル写真補正申請書

を提出し、工事監督員(調査職員)の承諾を得て下さい。 

（デジタル写真管理情報基準（案）p.8） 

（電子納品情報共有ガイドライン（案）H17.12 p.25,26） 

 

     ③提出前には、電子媒体(CD-R)内のデータとデジタル写真補正申請書の記

載が合致するよう、確認してください。 

（確認方法は本書作業上の注意点参照） 

 

４．工事監督員（調査職員）又は検査員が不適切な補正・悪質な改ざんを発見した

場合は、工事執行者（土木事務所長など）からの文書注意の他、工事成績評定、

指名停止などの措置を取る場合があります。 

 

 

作業上の注意点は以下のとおりです。 

１．誤編集（補正）の防止 

   写真の閲覧のみを目的として写真編集ソフトを利用した場合、誤って「上

書き保存」「名前を付けて保存」などの保存処理を行うと、補正を行っていな

デジタル写真の不適切な補正・改ざんに対しては、「指名停止」等の

措置を行う場合があります。 



い場合にも、補正を施したファイルとして保存される場合があるため、絶対に

保存処理を行わないで下さい。 

  また、誤編集に対応するため、オリジナルデータのバックアップを推奨します。 

  （電子納品情報共有ガイドライン（案）H17.12 p.25参照） 

 

２．補正の有無の見分け方 （Windows XPの場合） 

   Windows の表示機能を用いて、補正の有無を確認することが出来ます。提

出前に確認してください。 

 

 【確認手順】 
   ①提出する CD-RをＣＤドライブに挿入し、エクスプローラ等でＣＤ-R内の写真フォ

ルダ「PHOTO」－「PIC」を開く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                 (CD名は異なります) 
 

   ②WINDOWSの「表示」メニューで「詳細」を選択 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



③表示内容に「写真の撮影日」が無い場合は、同じく「表示」メニューの「詳細表示

の設定」を選択し、「写真の撮影日」にチェックを入れ、「ＯＫ」をクリック。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   ④補正漏れのチェック：デジタル写真補正申請書と表示画面を比較 
     写真データに回転以外の何らかの補正を行った場合、写真の撮影日が空白になる。

このことから、補正申請書に記載されていないファイルで写真撮影日が空白になっ

ていないことを確認する。 
 
        申請書              WINDOWS表示画面 
 
 
 
 
 
 
 
 
     上記の例の場合、申請書上は６ファイルについて補正したこととなっているが、

WINDOWS 画面上は８ファイルについて写真の撮影日が表示されておらず、申請書に無
いファイル（P0000001、P0000010）は、非申請の補正となる。 



（参考１） 

デジタル写真補正申請書（電子納品電子媒体 CD-Rと同時提出） 
工事(業務)番号 
(19桁数字記入)  工事監督員・調査職員選任通知書参照 

工事（業務）名  
    
写真ファイル名 補正内容 
例)P0000005 ■回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 
 □回転 □パノラマ □トリミング □明るさ □その他（       ） 

 パノラマ：複数写真の繋ぎ合わせ、トリミング：必要な部分だけ残し、不要な部分を削除 
 その他の補正を行う場合は、内容を（ ）内に必ず記入すること。 

発 
注 
者 

 
上記について 承諾します。 
 
                   平成  年  月  日 
最終成果品での補正の有無を確認するため、電子納品電子媒体との比較・確認を行うこと。 処理 

・ 
回答 請

負(

受
託)

者 

 
上記について、デジタル写真の補正を行いたいので電子媒体（CD-R）を添えて
申請します。 
                   平成  年  月  日 

 

工事監督員又は調査職員承諾印 現場代理人・主任(監理)技術者 
管理技術者 申請印 

   

 

  



（参考２） 
【工事の納品・検査フロー】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

電子媒体のチェック 

・ｳｨﾙｽﾁｪｯｸ 

・要領基準整合ﾁｪｯｸ 

内容確認（紙・電子） 

発注者 受注者 

成果品の提出 
工事監督員

（副） 

電子媒体・内容 

確認 

成果品提出 

成果品修正 

 

最終成果品 

提出 

修正がある場合 

（修正が無い場合は正の電子媒体を提出） 

 紙面成果は該当頁を、完成図は該当図面

のみを受注者が差替える。 

 CD-R は、再提出とする。 

 

修正指示

（正） 

主任（監理）技術者 

（副） 

提出 

差替頁・図面 

検査事前協議 

・受発注者間：検査時ソフトの特定（情報共有システムなどによる。） 

・調査職員-検査員：検査時の電子納品保管管理システムの利用（CDのデータを利用or保管

管理システム上のデータを利用） 

検査 

書類検査 

 完成図（紙） 

 出来形成果表（紙） 

 写真（電子） 
 検査時により修正が必要となった場合に

は再度提出（CD：再提出、その他：差替え）

し、電子納品保管管理システムに登録済

みの場合は再登録する。 

保管管理システ

ム登録 

（管理項目・ 

データ登録） 

工事監督員は、検査合格後に管理項目およ

び協議書、図面、写真等のデータを登録す

る。 

 

 

工事監督員はCDケースに保管番号を記入。

（シール又は油性ペン） 

（事前登録の場合※） 

ＣＤ等保管 工事監督員は、保管管理システムで指定された番号により、各事務

所等で管理する保管キャビネットに「正」の CD を保管する。「副」の

CD は工事監督員が保管する。その他の紙成果は契約担当者が保

管する。 

    下線部：契約図書として保管する成果 

発注担当課内での確認決裁処理 

（従来の閲覧・押印方式による） 

内容確認（紙・電子） 

電子納品保管管理システム 

実地ｊ検査 （紙成果による。写真は受注者 PC準備） 

保管番号発行 
※台帳区分を選択入力する。 

完了確認 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真補正申請書 ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真補正承諾 

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ写真 
補正検査 


